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あいさつ運動 「あいさつで 笑顔輝く 並木のまちに」 校長 田中 光信

凡事徹底
副校長 小林 秀樹

冷たい北風にも負けず、校庭で元気いっぱいに遊んでいる並四の子どもたち。子どもたちのまぶ

しい笑顔と校庭に響き渡る明るい声に、いつも元気をもらっています。早いもので、新年を迎えてか

らひと月が経ちました。まだまだ寒い日が続きますが、2月4日は立春。暦の上ではもう春です。

さて、AI（人工知能）の発達に代表されるように、近年の技術進歩の速さには目を見張るものが

あります。「今の子どもたちの６５％は大学卒業時に今は存在していない就業につく」、「今後１０～

２０年で雇用者の約４７％の仕事が自動化される」といった予測もあるように、子どもたちは将来の

変化を見通すことが困難な時代を生きていくことになります。しかし、社会が変わりつつあっても、

学校は現実を直視しながら、子どもたちに夢をもたせ、常に前向きに活動していく場です。そして、

時代の変化にあわせて適切に対応することもある一方、昔と変わらないことを大切にして取り組むべ

きだと考えています。

その一つとして、私自身、また、本校として、今年は「凡事徹底」を常に心がけたいと思います。

「凡事徹底」とは、「なんでもないような当たり前のことを徹底的に行うこと」です。

かつて、松下電器の創業者である松下幸之助氏が取引先の企業を訪問した時に、その企業の経営

がうまくいっているかどうかを瞬時に見抜いたという話があります。松下氏が判断の基準としたもの

はいたってシンプルで、従業員のあいさつ、整理整頓、トイレの掃除です。そして、この三つは、不

思議なくらい企業経営の状態と関連があるそうです。

MLBシーズン最多となる２６２安打を記録し、日米通算４２５７安打を積み上げ、ギネス世界記録

に認定される等、多くの記録を打ち立てたイチローこと鈴木一朗選手は、こう言っています。「特別

なことをするために特別なことをするのではない。特別なことをするために普段通りの当たり前のこ

とをする」、「夢を掴むことというのは一気には出来ません。小さなことを積み重ねることで、いつ

の日か信じられないような力を出せるようになっていきます」と。

これらの話は、ごく簡単なこと、誰にでもできることを当たり前として、徹底して続けて行うこ

とが、やがて大きな力となることを示してくれています。

当たり前のことを行うのは、容易なことです。心をこめてあいさつをする、掃除をする、落ちて

いるごみを拾う、トイレをきれいに使う、時間に遅れない、約束を守る、相手を見て話を聞く、脱い

だ靴をそろえる等々を行うことは決して難しくありません。しかし、途中でやめてしまったり、やっ

てはいるが適当にこなしているだけになってしまったりすることが多くあります。続けて行うこと、

平凡なことを非凡なほどに徹底することが難しく、そして何よりも大事と言えます。

「凡事徹底」を図ることによる成果は、すぐには表れないこともあります。スポーツや芸術の世

界では、基本となる当たり前のことを続けてこそ、先々好結果に結び付くものです。また、先に述べ

た人として当たり前のことを日々続けていくことで、いつの日かその積み重ねによって体に染みつい

た力が、大きく膨らんだ人間力として必ず役立つに違いありません。そして、誰からも信頼される人

として、明るく豊かな生活を営んでいけると確信しています。

当たり前のことが当たり前にできる風土づくりに向けて、学校、家庭、地域が協働して取り組んで

いけるよう努めていきたいと思います。今後とも、本校の教育活動にご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。



日 曜 行 事 内 容 日 曜 行 事 内 容
１ 金 委員会活動⑥ さわやかｽﾎﾟｰﾂ(低) AET 18 月 音楽朝会(4年発表) 委員会活動⑥

２ 土 AET

３ 日 19 火 東京見学(6年) IUI

４ 月 朝会 クラブ発表(昼放送時) 20 水 たてわり活動②(1～5年) 教育相談

５ 火 21 木 並四応援団感謝の会 並木中職員授業参観

６ 水 22 金 ｸﾗﾌﾞ活動(ｸﾗﾌﾞ見学･まとめ)⑥ AET

７ 木 横浜市学力･学習状況調査 採点のため5校時まで 23 土

AET 24 日

８ 金 横浜市学力･学習状況調査 採点のため5校時まで 25 月 朝会 並四いきいき会議

９ 土 26 火 幼保小交流(1年) あーすぷらざ見学(2年)

10 日 27 水 代表委員会⑥

11 月 O建国記念の日 28 木 ﾆｭｰｽﾊﾟｰｸ見学(5年) AET

金沢区ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会（海の公園） 3/1 金 感謝の会・懇談会(6年)

ｽｰﾊﾟｰﾀｯﾁﾎﾞｰﾙ大会（産業振興ｾﾝﾀｰ） ２ 土 学区見守り隊運営委員会

12 火 新1年保護者説明会 学校運営協議会

13 水 並木中ﾌﾞﾛｯｸ小中交流会(34組) 代表委員会⑥ ３ 日

14 木 区球技大会(5年) AET ４ 月 朝会 学校報告会・懇談会

15 金 ｸﾗﾌﾞ活動⑥ さわやかｽﾎﾟｰﾂ(高) IUI:ミンファン先生

16 土 地域防災拠点運営委員会 AET:マンディー先生の授業の日です。

17 日

3月4日（月）に本年度の学校報告会及び本年度最後の懇談会(1～5年)を行います。児童は特
別時程で14時授業終了となります。

１４：１５～ 学校報告会(各教室でテレビ放送)
１４：４５～ 懇談会(1～5年)

各種行事等のため特別時程で授業を行う日が多くあります。
詳細は、各学年だより、学級だよりをご参照ください。

2/7(木)･8(金) 横浜市学力･学習状況調査 採点のため、通常の5校時まで
2/22(金) ｸﾗﾌﾞ見学のため、1･2年は5校時(14:15)まで 3～6年は6校時(15:30)まで
2/25(月) 並四いきいき会議に参加しない児童は、通常の5校時まで
3/1(金) 1～5年は、通常の5校時まで
3/4(月) 学校報告会のため、5校時(14:00)まで

○平成30年度就学援助申請締め切りについて

年度当初にお配りしたお知らせにも記載してありますが、今年度の就学援助申請は2月末日まで

となっております。平成30年中に雇用状況や世帯所得が大きく変化し、児童の通学に際し経済的

にお困りの場合には、年度当初にさかのぼり援助を受給できる可能性があります。申請を希望され

るご家庭は配布済のお知らせを参照のうえ、申請書をご提出ください。書類の紛失等や不明な点が

ありましたら、担当学校事務職員までご相談ください。なお、現在就学援助を受給中のご家庭につ

きましては、特に追加の手続きは必要ありません。



○ ハナミズキ祭評価の結果について

ハナミズキ祭のねらい

○日頃の学習の様子を発表する場を設けることによって、児童が互いに協力し、表現したり
創ったりする喜びを味わえるようにする。

○見学のマナーを身につけ、互いの努力を認め合えるようにする。
○保護者や地域の方々とのコミュニケーションを図り、コミュニケーション能力を高める。

（回収率 ５４．９％）

＜考察＞
「子どもたちは、生き生きと活動している。」という質問項目については、お答えいただい

た保護者・地域の方の９８％からよい評価（そう思う、ややそう思う）をいただきました。ま
た、「子どもたちは、互いに協力し合って取り組んでいる。」という質問項目でも、９５％の
方からよい評価をいただいています。
「子どもたちは、自分の考えを進んで話そうとしている。」という質問項目では、８８％、

「子どもたちが生き生きと活動できるように表現する場や方法が工夫されている。」という質
問項目では、９６％の方からよい評価をいただいています。今後は、より多くの方から「そう
思う」と感じていただけるよう取り組んでまいります。

子どもたちが輝いていた、成長したと思われる点について、感想等をお寄せいただきました。

○毎年、発表する内容がしっかりしてきていて、全体的にスムーズに流れている。
※本年度は、「メモ等を見ずに」「成長を感じた」｢説明の仕方がよい」という感想を数多くい
ただいています。

改善して欲しい点、具体的な改善策等をお寄せいただきました。来年度に向けて、よりよ
いものにするため検討してまいります。

○発表する部屋を分けたり、1 グループごとの発表にしたりして工夫はされていたが、結局、
隣の部屋からの話し声などでほとんど聞き取れなかった。

※毎年、同様なご意見をいただいております。ハナミズキ祭に至る過程を考えますと、特に、
低学年では、担任が離れたところでグループや個人で学習を重ねていくことは厳しいところ
です。また、低学年の集中力を考えますと、長い時間の見学や発表は難しいと考えています。
発表の順番を待つ児童に対して、適切な方法を考えていき、よりよいものにしていきます。

○教室の外にプログラムが貼ってあったが、発表の順番やグループのメンバーなどを書いたプ
リントを事前に配布してほしい。

※ハナミズキ祭のねらいの一つとして、保護者とのコミュニケーションを図ることが上げられ
ています。担任からも見学の一助となるプリントがあればとは思いますが、できるだけ、お
子様から内容やこれまでの様子、出番はいつ頃かなどしっかりと聞いていただければ幸いで
す。ハナミズキ祭の当日はより自信をもって発表できることと思います。

○高学年は、子どもたちだけでテーマや内容を決めて発表するのを見てみたいです。
※今後に向けて、検討して参ります。

その他にもご意見をいただいております。ご意見は、来年度のハナミズキ祭の参考にさせてい
ただきます。

２月２１日 ９時３０分より 南部学校教育事務所の久保寺所長よりなみよんＦＡＮく
らぶに感謝状が交付されます。おめでとうございます。
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① 子どもたちは、生き生きと活動している。

② 子どもたちは、互いに協力し合って取り組

んでいる。

③ 子どもたちは、自分の考えを進んで話そう

としている。

④ 子どもたちが生き生きと活動できるよう

に、表現する場や方法が工夫されている。



今年は、インフルエンザが校内でも流行し、たて
わり活動を中止して対応しました。正月らしい遊び
の部分は、学年やクラスでの交流となりました。

６年生は、杵を振り上げて餅つ
きをしました。つきたてのお餅をお
雑煮にして食べました。


